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『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二

O
O四

(
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

二
O
O四
年
二
月
二
九
日
発
行
)

「
須
田
国
太
郎
能
・
狂
言
デ
ッ
サ
ン
」

は
じ
め
に

こ
の
一
文
は
平
成
十
四
年
三
月
二
十
三
日
に
、
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
の
主
催
で

大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
共
通
教
育
棟
(
B
棟
二
八
教
室
)
に
お
い
て
行
わ
れ
た

す

だ

〈

に

た

ろ

う

「
須
田
国
太
郎
能
・
狂
言
デ
ッ
サ
ン
」
受
贈
記
念
講
演
会
『
洋
画
家
が
描
い
た
昭
和
前
期

の
能
・
狂
言
の
名
手
た
ち
|
「
須
田
国
太
郎
能
・
狂
言
デ
ッ
サ
ン
」
の
世
界
|
』
で
の
筆

者
の
講
演
「
「
須
田
国
太
郎
能
・
狂
言
デ
ッ
サ
ン
」
と
昭
和
前
期
の
能
楽
界
」
を
も
と
に

あ
ら
た
に
稿
を
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
講
演
会
は
そ
の
前
年
の
平
成
十
三
年
五
月

に
故
須
田
国
太
郎
氏
(
昭
和
お
年
没
、
享
年
刊
歳
)
の
遣
嗣
で
あ
ら
れ
る
須
田
寛
氏
(
J
R

東
海
会
長
〉
か
ら
、
須
田
国
太
郎
画
伯
が
残
さ
れ
た
五
千
枚
に
お
よ
ぶ
能
・
狂
言
の
上

演
時
の
デ
ッ
サ
ン
が
大
阪
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
て
、
そ
の
記
念
と
し
て
催

さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
お
り
に
は
、
筆
者
の
講
演
の
ほ
か
、
原
因
平
作
氏
(
愛
媛
県
美

術
館
館
長
)
の
「
須
田
国
太
郎
の
芸
術
と
能
・
狂
言
」
、
須
田
寛
氏
の
「
「
須
田
国
太
郎

能
・
狂
言
デ
ッ
サ
ン
」
と
父
須
回
国
太
郎
の
思
い
出
」
と
い
う
二
つ
の
講
演
も
行
わ
れ

た
(
こ
の
う
ち
、
須
回
寛
氏
の
講
演
は
本
セ
ン
タ
ー
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
)
。
こ
の
講
演
会

は
公
開
で
行
わ
れ
た
が
、
当
日
は
一
般
の
参
会
者
も
百
名
以
上
に
の
ぼ
り
、
全
参
会

者
数
は
本
学
関
係
者
と
あ
わ
せ
百
五
十
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
講
演
会
に
続
い
て
、
四
月
十
三
日
か
ら
五
月
十
九
日
ま
で
の
期
間
、
伊

丹
市
立
美
術
館
に
お
い
て
、
「
須
田
国
太
郎
能
・
狂
言
デ
ッ
サ
ン
展
」
が
同
美
術
館
と
大

と
昭
和
前
期
の
能
楽
界

天

野

雄

文

阪
大
学
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、
そ
こ
に
も
八
十
点
の
須
田
デ
ッ
サ
ン
が
出
展
さ
れ

た
。
筆
者
は
そ
の
会
期
中
の
四
月
十
四
日
に
、
「
描
か
れ
た
名
手
た
ち
|
須
回
国
太

郎
デ
ッ
サ
ン
に
み
る
昭
和
前
期
の
能
・
狂
言
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
は
受
贈
記
念
に
お
け
る
講
演
と
ほ
ぼ
閉
じ
内
容
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿

は
以
上
二
つ
の
筆
者
の
講
演
を
も
と
に
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

デ
ッ
サ
ン
が
寄
贈
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯

。。

須
田
国
太
郎
画
伯
が
遣
さ
れ
た
膨
大
な
デ
ッ
サ
ン
群
が
大
阪
大
学
に
寄
贈
さ
れ
る
に

い
た
っ
た
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
十
二
年
の
三
月
末
こ
ろ
に
、
京
都
の
観
世

=ん
E
う
よ
し
か
ず

会
館
で
の
観
能
の
あ
と
、
か
ね
て
知
遇
を
え
て
い
た
権
藤
芳
一
氏
(
演
劇
評
論
家
)
に
四

条
通
り
の
酒
房
に
さ
そ
わ
れ
て
相
談
を
う
け
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
権
藤
氏
は
須
田
国

太
郎
画
伯
の
ご
子
息
の
須
田
寛
氏
と
旧
制
の
同
志
社
中
学
時
代
以
来
の
親
交
が
あ
り
、

そ
の
旧
友
で
あ
る
須
田
寛
氏
か
ら
南
禅
寺
の
自
宅
に
保
管
さ
れ
て
い
る
膨
大
な
デ
ッ
サ

ン
を
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
い
く
つ
か
の
公
的
な
機
関
に
寄
贈
し
た
い
と
の
相
談
を
う
け

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
デ
ッ
サ
ン
は
と
に
か
く
膨
大
な
も
の
で
あ
り
、
須
田
画

伯
没
後
に
京
都
市
美
術
館
(
当
時
)
の
原
田
平
作
氏
が
整
理
を
し
か
け
た
が
、
内
容
が

能
楽
と
い
う
特
殊
な
も
の
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
と
き
の
整
理
は
完
成
せ
ず
そ

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
つ
い
て
は
、
そ
の
調
査
を
し
て
も
ら
え
な
い
か
、
と
い
う
の

が
権
藤
氏
の
要
望
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
点
で
は
、
権
藤
氏
の
念
頭
に
あ
っ
た
寄
贈
機
関



は
、
国
立
能
楽
堂
や
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
な
ど
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
に
大

阪
大
学
を
加
え
て
も
よ
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
。

そ
こ
で
、
筆
者
は
そ
の
年
の
九
月
初
旬
に
、
権
藤
氏
と
研
究
室
の
二
人
の
院
生
〈
中

谷
友
美
・
田
中
み
ど
り
の
両
君
)
と
と
も
に
南
禅
寺
の
須
田
邸
を
訪
れ
て
、
同
家
に
保
管

さ
れ
て
い
た
デ
ッ
サ
ン
群
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
た
。
デ
ッ
サ
ン
は
原
田
氏
が
整
理

さ
れ
た
と
き
の
ま
ま
の
形
で
、
十
五
個
の
包
み
か
ら
な
っ
て
い
た
が
、
大
半
が
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
に
描
か
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
一
部
冊
子
で
は
な
い
一
枚
も
の
の
デ
ッ
サ
ン

用
紙
を
用
い
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
。
最
初
に
そ
の
包
み
の
山
を
見
た
と
き
に
は
、

正
直
い
っ
て
い
さ
さ
か
途
方
に
く
れ
た
が
、
と
も
か
く
基
本
的
な
整
理
だ
け
は
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
四
人
に
須
田
氏
も
加
わ
っ
て
の
整
理
が
は
じ
ま
っ

た
。
そ
れ
ま
で
の
十
五
個
の
包
み
は
そ
の
ま
ま
一
つ
の
単
位
と
す
る
こ
と
、
演
目
ご
と

に
整
理
し
て
、
そ
の
演
者
・
年
次
・
場
所
の
判
明
す
る
も
の
を
記
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
方

針
の
も
と
、
デ
ッ
サ
ン
の
山
に
取
り
組
み
、
作
業
は
四
時
間
ほ
ど
で
ほ
ぼ
終
わ
っ
た
。

デ
ッ
サ
ン
に
は
須
田
画
伯
が
書
き
込
ん
だ
演
目
・
演
者
・
場
所
に
つ
い
て
の
メ
モ
、
あ
る

い
は
能
の
詞
章
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
そ
の
判
読
に
全
員
が
頭
を
悩
ま
す
こ
と
も
し
ば

し
ば
だ
っ
た
し
、
描
か
れ
た
デ
ッ
サ
ン
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
声
が
あ
が
る
こ
と
も
少
な

く
な
か
っ
た
が
、
今
に
し
て
思
う
と
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
う
し
て
須
田
芸
術
の
一
端
に
じ

か
に
ふ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
そ
う
時
日
を
経
ず
に
、
演
目
を
年
次
順
に
整
理
し
て
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
、

名
古
屋
在
住
の
須
田
氏
の
も
と
に
お
送
り
し
た
が
、
デ
ッ
サ
ン
を
一
括
し
て
大
阪
大
学

に
寄
贈
し
た
い
と
の
意
向
が
権
藤
氏
を
介
し
て
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
た
し
か
そ
の
こ
ろ

の
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
。
九
月
の
調
査
の
お
り
、
筆
者
は
、
複
数
の
公
的
組
織
に
寄
贈

す
る
と
い
う
当
初
の
案
に
た
い
し
て
、
寄
贈
先
は
一
つ
に
し
て
作
品
の
分
散
は
さ
け
る

べ
き
だ
と
強
く
主
張
し
た
が
、
そ
の
一
つ
の
組
織
と
し
て
、
筆
者
の
頭
に
は
大
阪
大
学

は
ま
っ
た
く
入
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
思
い
が
け
な
い
展
開
で

あ
っ
た
。
大
阪
大
学
に
は
演
劇
学
と
と
も
に
美
術
史
の
研
究
室
が
あ
り
、
さ
き
に
デ

ッ
サ
ン
の
調
査
を
さ
れ
た
原
田
平
作
氏
も
大
阪
大
学
の
名
誉
教
授
で
あ
る
こ
と
が
そ

の
主
た
る
理
由
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
九
月
の
調
査
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
働
き

ぶ
り
も
す
こ
し
認
め
ら
れ
た
結
果
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
う
し
て
、
須
田
画
伯
の
デ
ッ
サ
ン
は
、
約
一
千
枚
を
須
田
家
に
残
し
、
そ
の
大
半

の
五
千
枚
あ
ま
り
が
大
阪
大
学
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

平
成
十
三
年
五
月
末
に
須
田
氏
と
仲
介
者
の
権
藤
氏
が
文
学
研
究
科
を
訪
れ
、
当
時
の

肥
塚
隆
文
学
研
究
科
長
と
の
あ
い
だ
で
寄
贈
に
つ
い
て
の
確
認
が
な
さ
れ
た
あ
と
、
た

だ
ち
に
寄
贈
手
続
き
が
と
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
同
年
七
月
に
寄
贈
手
続
き
が
完
了
し
た

の
で
あ
る
。

A
H
a
 

「須田国太郎能・狂言デ、ッサンj展

(本センタ一室にて)



平
成
十
四
年
三
月
の
受
贈
記
念
講
演
会
は
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
作
品
を
い
た
だ
い

た
か
ら
に
は
、
そ
れ
を
記
念
し
、
ま
た
大
学
の
内
外
に
も
そ
の
こ
と
を
周
知
さ
せ
る
必

要
を
感
じ
て
の
催
し
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
記
念
講
演
会
と
と
も
に
、
研
究
科
内
の
慎
徳

堂
セ
ン
タ
ー
展
示
室
に
お
い
て
、
「
須
田
国
太
郎
能
・
狂
言
デ
ッ
サ
ン
」
展
が
藤
岡
穣
助

教
授
を
中
心
と
し
た
美
術
史
研
究
室
の
協
力
に
よ
っ
て
催
さ
れ
、
多
く
の
参
観
者
が

あ
っ
た
(
会
期
は
3
月
4
日
i
m
目
だ
っ
た
)
。
ま
た
、
さ
き
に
作
成
し
た
作
品
リ
ス
ト
を

さ
ら
に
整
理
し
、
須
田
家
に
残
さ
れ
た
作
品
を
も
あ
わ
せ
て
、
『
「
須
田
国
太
郎
能
・
狂

言
デ
ッ
サ
ン
」
総
目
録
』

(
A
4
判、

ω頁
)
を
文
学
研
究
科
か
ら
刊
行
し
た
が
、
同
目
録

の
作
成
に
は
主
と
し
て
筆
者
が
あ
た
っ
た
。

須
田
国
太
郎
画
伯
と
能
楽

須
田
デ
ッ
サ
ン
の
具
体
的
な
紹
介
に
入
る
前
に
、
も
う
ひ
と
つ
須
田
画
伯
と
能
楽

(
能
と
狂
言
)
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
そ
の
こ
と
は
須
田
デ
ッ
サ

ン
を
考
え
る
場
合
の
不
可
欠
の
視
点
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
須
田
画

伯
が
能
楽
を
愛
好
し
て
い
た
こ
と
は
、
本
稿
で
紹
介
す
る
よ
う
な
膨
大
な
能
・
狂
言
の

デ
ッ
サ
ン
を
残
し
た
こ
と
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
項
で
は
デ
ッ
サ

ン
以
外
の
能
楽
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

須
田
画
伯
と
能
楽
と
の
か
か
わ
り
は
、
第
三
高
等
学
校
に
入
学
し
た
明
治
四
十
三
年

に
金
剛
流
の
シ
テ
方
高
岡
鵜
三
郎
に
師
事
し
て
謡
の
稽
古
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

に
は
じ
ま
る
よ
う
で
あ
る
〈
昭
和
民
年
に
京
都
国
立
博
物
館
で
催
さ
れ
た
『
須
田
国
太
郎
展
』

の
図
録
の
年
轄
に
よ
る
)
。
そ
の
後
、
金
剛
流
の
家
元
で
あ
る
初
世
金
剛
巌
に
師
事
す
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
。
そ
の
金

剛
巌
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
六
年
の
巌
没
後
に
創
元
社
か
ら
再
刊
さ
れ
た

巌
の
著
『
能
と
能
面
』
(
初
刊
は
昭
和
日
年
の
弘
文
堂
の
教
養
文
庫
)
に
掲
載
さ
れ
た
須
田

画
伯
の
「
金
剛
巌
師
」
な
ど
に
そ
の
一
端
が
う
か
が
え
る
(
そ
の
一
部
は
の
ち
に
紹
介
す

昭
和
五
十
六
年
の
『
須
田
国
太
郎
展
』
の
図
録
に
は
、
昭
和
二
十
八
年

に
金
剛
能
楽
堂
で
催
さ
れ
た
野
村
徳
七
(
得
庵
)
追
善
の
会
で
の
、
大
鼓
の
谷
口
勝
三

い
A
Y

ち
主
う

を
相
手
に
一
調
〈
大
小
の
鼓
や
太
鼓
と
組
ん
で
能
の
短
い
一
節
を
謡
う
演
式
)
を
謡
う
画
伯

の
姿
を
映
し
た
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

る
)
。
な
お
、

野村徳七氏追善謡 (昭和28年)

右が須田国太郎氏、大鼓は谷口勝三氏

F
h
u
 

ま
た
、
明
治
四
十
三
年
に
謡
の
稽
古
を
は
じ
め
た
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
室
町
通
り
の

金
剛
能
楽
堂
に
足
を
は
こ
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
こ
と
は
昭
和
二
十

二
年
に
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
金
剛
能
楽
堂
の
よ
う
す
を
回
顧
し
た
エ
ッ
セ
イ

「
明
治
か
ら
大
正
へ
|
室
町
舞
台
の
思
出
」
〈
『
金
剛
』
復
刊
第
2
号
。
昭
和
お
年
9
月
)
か

ら
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
い
か
に
も
画
家
ら
し
い
記
憶
力
と
描
写
力
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
た

エ
ッ
セ
イ
で
、
こ
こ
に
具
体
的
に
紹
介
す
る
紙
幅
が
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
ひ



と
り
金
剛
能
楽
堂
だ
け
で
な
く
、
明
治

1
大
正
こ
ろ
の
能
来
上
演
の
雰
囲
気
を
い
ま

に
伝
え
る
貴
重
な
記
録
と
も
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
須
田
画
伯
と
能
楽
の
か
か
わ
り
を
伝
え
る
も
の
に
、
画
伯
が
丹
念
に
記
し
て

い
た
日
記
が
あ
る
。
こ
の
日
記
は
そ
の
一
部
が
岡
田
三
郎
氏
著
『
須
田
国
太
郎
資
料

研
究
』
(
京
都
の
美
術
I
。
昭
和
U

昨
年
。
京
都
市
美
術
館
)
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に

能
見
物
や
能
の
デ
ッ
サ
ン
の
こ
と
な
ど
、
能
楽
と
の
か
か
わ
り
が
比
較
的
豊
富
に
記

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
そ
の
日
記
か
ら
画
伯
と
能
楽
と
の
か

か
わ
り
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

大原御幸(昭和17年)

日
記
中
で
も
っ
と
も
早
い
時
期
の
も
の
は
、
大
正
三
年
二
月
十
二
日
の
項
で
、

そ
こ
に
は
、
「
夜
お
祖
父
さ
ん
の
前
で
大
い
に
謡
さ
れ
る
」
と
あ
る
。
こ
の
あ
と
は
昭
和

十
四
年
ま
で
能
楽
に
関
す
る
記
事
は
な
い
が
、
そ
の
昭
和
十
四
年
の
五
月
七
日
の
項

に
、
「
金
剛
謹
之
助
十
七
回
忌
能
あ
り
。
写
生
帖
四
冊
か
く
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ

の
「
写
生
」
が
ほ
か
で
も
な
い
本
稿
で
紹
介
し
よ
う
と
し
て
い
る
デ
ッ
サ
ン
の
こ
と

ま
ず
、

で
、
現
に
こ
の
と
き
の
デ
ッ
サ
ン
は
寄
贈
分
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
(
た
だ
し
、
現

存
す
る
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
は
-一
冊
で
あ
る
)
。
つ
い
で
、
昭
和
十
六
年
か
ら
十
七
年
の
日

お

は

ら

ご

記
に
は
、
吉
忠
(
老
舗
の
呉
服
問
屋
)
の
吉
田
忠
氏
に
依
頼
さ
れ
て
制
作
し
た
『
大
原
御

幸
』
に
つ
い
て
の
一
連
の
記
事
が
あ
る
。
こ
の
『
犬
原
御
幸
』
は
須
田
画
伯
唯
一
の

能
の
油
絵
で
(
現
在
は
個
人
蔵
)
、
た
ぶ
ん
金
剛
巌
の
舞
台
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
『
大
原
御
幸
』
の
制
作
に
つ
い
て
、
「
夜
、
夜
桜
つ
づ
き
。
吉
田
忠
氏
へ

の
能
画
か
く
」
(
昭
和
同
年
4
月
初
日
)
、
「
午
前
、
能
画
十
号
か
き
出
す
」
(
昭
和
げ
年
5
月

3
日
)
、
「
午
後
、
寸
暇
を
得
て
大
原
御
幸
か
く
。
十
号
」
(
同
年
5
月
ロ
日
)
、
「
大
原
御
幸

を
訂
正
す
」
(
同
年
5
月
日
日
)
な
ど
と
あ
う
て
、
同
年
五
月
二
十
四
日
に
、
「
午
後
、
苗

習
会
第
二
十
五
回
、
吟
風
荘
に
て
。
大
原
御
幸
持
参
す
」
と
あ
り
、

一
年
あ
ま
り
を

か
け
て
完
成
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

続
い
て
、
昭
和
十
八
年
の
五
月
十
六
日
に
「
写
生
帖
一
冊
か
く
」
と
あ
る
。
こ
れ
は

同
日
の
金
剛
能
楽
堂
に
お
け
る
能
の
デ
ッ
サ
ン
で
、
寄
贈
分
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る

Lr
ん
た
ん

一
ろ
れ
ん

金
剛
巌
の
《
抑
郡
》
と
茂
山
真
二
三
世
千
作
)
の
《
日
蓮
》
が
こ
の
と
き
の
作
品
で
あ

る
。
ま
た
、
昭
和
二
十
年
の
四
月
三
日
に
は
、
「
九
曜
会
、
写
生
三
十
一
枚
」
と
あ
る
。

九
曜
会
は
金
剛
流
の
能
会
だ
が
、
こ
れ
は
寄
贈
分
に
も
須
田
家
分
に
も
含
ま
れ
て
い
な

い
。
こ
の
年
は
五
月
十
三
日
に
、
「
朝
、
動
物
園
、
つ
づ
き
。
午
後
金
剛
八
。
写
生
一
冊

の
の
み
や

上
る
」
、
同
二
十
日
に
、
「
午
後
金
剛
へ
、
写
生
一
冊
」
と
あ
る
。
前
者
は
金
剛
巌
の
《
野
宮
)
〉
、

か
し
わ
さ
き

後
者
は
金
春
光
太
郎
の
《
柏
崎
》
で
、
と
も
に
寄
贈
分
に
含
ま
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十
一
年
は
比
較
的
関
連
記
事
が
多
い
。
ま
ず
、
一
月
十
九
日
に
、
「
今
春
会
初

会
」
と
あ
る
の
「
今
春
会
」
は
金
剛
能
楽
堂
で
催
さ
れ
た
京
都
金
春
会
の
こ
と
で
、
こ
の

か
す
が
り
ゅ
う
，
ん

と
き
の
デ
ッ
サ
ン
で
あ
る
桜
間
金
太
郎
の
《
東
北
》
と
桜
間
道
雄
の
《
春
日
龍
神
》
が

寄
贈
分
に
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
い
で
五
月
一
日
に
、
「
久
々
図
書
館
。
雑
誌
「
幽
玄
」
へ

の
原
稿
か
く
。
十
枚
」
と
あ
る
。
こ
の
原
稿
は
『
幽
玄
』
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た

「
能
の
姿
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
が
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
後
に
ふ
れ
る
こ
と
に

円。



な
ろ
う
。
そ
の
『
幽
玄
』
誌
の
こ
と
は
十
二
月
九
日
に
も
、
「
午
後
大
学
へ
。

て
片
山
邸
に
て
幽
玄
社
の
座
談
会
」
と
あ
る
。

昭
和
二
十
四
年
に
は
、
王
月
二
十
九
日
に
、
「
朝
、
パ
ラ
か
く
。
午
後
一
時
間
程
、
金

剛
能
楽
堂
。
か
え
っ
て
ま
た
パ
ラ
」
と
あ
り
、
十
一
月
二
十
日
に
は
、
「
金
剛
へ
も
行
か

ず
、
終
日
作
画
」
と
あ
る
。

昭
和
二
十
五
年
に
は
、
五
月
十
四
日
に
、
「
朝
、
出
品
画
を
修
正
。
午
後
金
剛
ご
と

あ
り
、
昭
和
二
十
七
年
は
五
月
二
十
六
日
に
、
「
十
二
号
と
り
に
く
る
。
東
京
三
越
へ
送

る
。
夜
、
パ
ラ
を
写
生
、
十
二
時
半
ま
で
。
薪
能
ゆ
か
ず
」
と
あ
る
。
こ
の
薪
能
は
昭

和
二
十
五
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
平
安
神
宮
で
の
京
都
薪
能
の
こ
と
で
、
翌
昭
和
二
十
八

年
の
京
都
薪
能
で
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
の
絵
を
依
頼
さ
れ
た
よ
う
で
、
同
年
四
月

十
七
日
に
「
薪
能
目
録
表
紙
か
く
の
で
夜
ま
で
。
中
々
出
来
ず
」
、
同
二
十
二
日
に
「
薪

能
目
録
表
紙
渡
す
」
と
あ
る
。
こ
の
年
は
、
四
月
三
十
日
に
「
茂
山
千
五
郎
氏
と
芸

談
」
と
い
う
記
事
も
あ
る
。

昭
和
二
十
九
年
も
比
較
的
関
連
記
事
が
多
い
。
四
月
二
十
八
日
に
「
平
凡
の
目
。
薪

能
の
目
録
表
紙
か
く
」
、
五
月
五
日
に
「
薪
能
の
表
紙
、
ま
た
ま
た
か
き
直
す
」
と
薪
能

の
表
紙
絵
の
こ
と
が
み
え
、
十
一
月
九
日
に
は
「
夜
、
こ
の
間
の
生
島
氏
道
成
寺
の
素

描
を
や
る
。
ど
う
も
う
ま
く
ゆ
か
ず
」
と
あ
る
。
「
生
島
氏
」
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
で

ど
う
じ
X
う

知
ら
れ
る
京
都
大
学
教
授
生
島
遼
一
氏
で
、
そ
の
六
日
前
に
金
剛
能
楽
堂
で
《
道
成

寺
》
を
演
じ
た
よ
う
で
あ
る
(
岡
田
三
郎
氏
の
注
に
よ
る
)
。

つ
づ
い

昭
和
三
十
一
年
は
、
一
月
三
十
一
日
に
「
朝
、
扇
子
地
紙
へ
胡
粉
で
下
地
か
く
。
片

山
博
太
郎
氏
婚
礼
祝
用
」
、
二
月
一
日
に
「
片
山
博
太
郎
氏
結
婚
祝
の
扇
子
を
か
い
て
十

松
屋
に
渡
す
」
、
二
月
十
三
日
に
「
終
日
六
号
か
く
。
パ
ラ
。
片
山
氏
よ
り
仲
人
の
生
島

氏
へ
ゆ
く
も
の
」
、
十
四
日
に
「
六
号
大
体
か
く
。
片
山
氏
へ
搬
入
」
、
二
十
七
日
に

「
片
山
氏
へ
の
扇
子
を
加
筆
」
と
い
う
一
連
の
記
事
が
あ
る
。
片
山
博
太
郎
は
現
在

の
片
山
九
郎
右
衛
門
(
シ
テ
方
観
世
流
)
、
十
松
屋
は
能
楽
の
扇
子
専
門
庖
で
あ
る
。

公
開
さ
れ
た
日
記
に
み
え
る
須
田
画
伯
と
能
楽
と
の
か
か
わ
り
は
以
上
の
と
お
り
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
画
家
と
し
て
の
営
み
が
記
さ
れ
た
な
か
の
断
片
的
な
記
事
で
は
あ
る

が
、
そ
こ
か
ら
は
須
田
画
伯
の
能
楽
と
の
深
い
か
か
わ
り
や
、
京
都
の
役
者
と
の
交
流

が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、
デ
ッ
サ
ン
に
つ
い
て
の
記
事
も
ま
こ
と
に
興
味
深
い

も
の
が
あ
る
。

な
お
、
右
で
は
、
須
田
画
伯
の
唯
一
の
油
絵
の
能
画
で
あ
る
『
大
原
御
幸
』
に
つ

い
て
言
及
し
た
が
、
須
田
画
伯
に
は
、
こ
れ
も
唯
一
の
パ
ス
テ
ル
画
の
能
画
で
あ
る

ゆ

や

『
熊
野
』
(
昭
和
M
年
)
も
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
能
楽
を
対
象
に
し
た
須
田
画
伯
の
作
品

は
ほ
と
ん
ど
が
デ
ッ
サ
ン
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

熊野(昭和24年)

一 7-

「
須
田
国
太
郎
能
・
狂
言
デ
ッ
サ
ン
」
の
概
要

須
田
国
太
郎
画
伯
が
能
・
狂
言
の
デ
ッ
サ
ン
を
描
い
て
い
た
の
は
昭
和
二
年
か
ら
昭

和
三
十
二
年
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
能
・
狂
言
の
デ
ッ
サ
ン
を
は
じ
め
た
昭
和
二
年
こ

ろ
と
い
う
と
、
約
五
年
に
お
よ
ぶ
ス
ペ
イ
ン
を
中
心
に
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
を
終



え
て
帰
国
し
、
和
歌
山
高
等
商
業
学
校
で
講
師
と
し
て
美
術
史
を
教
え
て
い
た
こ
ろ

で
、
画
業
が
進
ま
ず
お
お
い
に
悩
ん
で
い
た
時
期
に
あ
た
る
。
阿
部
三
郎
氏
の
『
須

田
国
太
郎
資
料
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
悩
ん
で
い
た
須
田
画
伯
の
画
業
が

軌
道
に
の
っ
た
の
は
、
昭
和
四
年
正
月
に
京
都
大
学
の
恩
師
で
あ
る
深
田
康
算
氏
(
昭

和
3
年
没
)
の
肖
像
を
完
成
さ
せ
た
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
と
い
う
が
、
須
田
画
伯
は
そ
の

よ
う
な
時
期
に
そ
の
後
三
十
年
も
続
く
こ
と
に
な
る
能
・
在
言
の
デ
ッ
サ
ン
を
開
始
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
能
・
狂
言
の
デ
ッ
サ
ン
は
須
田
国
太
郎
と
い
う
洋
画

家
の
生
涯
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

そ
の
三
十
年
間
に
須
田
画
伯
が
描
い
た
能
・
狂
言
の
デ
ッ
サ
ン
は
、
大
阪
大
学
に
寄

贈
さ
れ
た
分
と
須
田
家
に
残
さ
れ
た
分
を
合
わ
せ
る
と
六
千
枚
に
お
よ
ぶ
。
多
少
は
知

人
に
贈
ら
れ
た
り
し
て
外
に
出
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
ご
く
少
数
の
よ
う
で
、

だ
い
た
い
こ
れ
が
須
田
画
伯
が
生
涯
の
う
ち
に
描
い
た
能
・
狂
言
の
デ
ッ
サ
ン
の
全
体

と
み
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
そ
の
概
略
を
一
不
す
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
須
田
画
伯
が
デ
ッ
サ
ン
で
描
い
た
能
・
狂
言
の
総
曲
数
(
舞
台
数
)
だ
が
、
そ

れ
は
寄
贈
分
と
須
悶
家
分
を
あ
わ
せ
る
と
、
演
目
不
明
の
も
の
も
ふ
く
め
て
三
九
五
曲

に
の
ぼ
る
。
そ
の
内
訳
は
寄
贈
分
が
三
三
五
曲
、
須
田
家
分
が
六

O
曲
で
、
そ
の
三
九

五
曲
中
の
玉

O
曲
が
狂
言
で
あ
る
。
ま
た
、
描
か
れ
て
い
る
曲
目
は
判
明
し
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
い
え
ば
一

O
七
曲
で
あ
る
。
現
在
上
演
さ
れ
て
い
る
能
の
数
が
だ
い
た
い

二
五

O
曲
ほ
ど
で
、
そ
の
う
ち
比
較
的
舞
台
に
か
か
る
の
は
一

O
O曲
て
い
ど
で
あ
る

か
ら
、
須
田
画
伯
は
ふ
つ
う
に
上
演
さ
れ
る
能
は
ほ
と
ん
ど
描
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
大
量
の
デ
ッ
サ
ン
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
多
く
は
規
格
も
さ
ま
ざ
ま
の
ス
ケ

ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
一
枚
の
デ
ッ
サ
ン
用
紙
に
描
か
れ
た
も
の
も
一
割

ほ
ど
あ
る
。
ま
た
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
は
、
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
能
会
の
番
組

が
表
紙
に
貼
ら
れ
た
り
、
な
か
に
挿
入
さ
れ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
演
目
や
演
者
が

須
田
画
伯
に
よ
っ
て
書
き
込
ま
れ
て
い
る
も
の
も
か
な
り
多
い
。
こ
れ
ら
の
番
組
や

須
田
画
伯
の
メ
モ
の
お
か
げ
で
、
多
く
の
演
目
や
演
者
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
番
組
が
そ
え
ら
れ
て
い
る
催
し
は
三
九
五
曲
の
う
ち
二
四

八
曲
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
番
組
は
な
か
な
か
保
存
が
む
ず
か
し
い
も
の
で
、
そ
れ

だ
け
で
も
昭
和
前
期
の
能
楽
に
つ
い
て
の
貴
重
な
資
料
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
な

か
で
も
、
第
二
次
大
戦
末
期
の
昭
和
二
十
年
の
武
智
識
二
主
宰
の
断
絃
会
の
番
組
な

ど
は
ガ
リ
版
制
り
の
番
組
で
、
警
報
が
鳴
っ
た
場
合
に
は
即
座
に
中
止
と
い
う
注
記

が
付
さ
れ
て
い
て
、
緊
迫
し
た
な
か
で
の
上
演
だ
っ
た
こ
と
が
現
実
感
を
も
っ
て
今

に
伝
わ
っ
て
く
る
。

ま
た
、
デ
ッ
サ
ン
の
な
か
に
は
、
演
目
や
役
者
名
の
ほ
か
に
も
、
描
か
れ
た
能
の
詞

章
や
装
束
の
色
な
ど
も
か
な
り
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
調
章
は
も
ち
ろ
ん
描
か
れ
た
そ

の
場
面
の
も
の
で
、
そ
れ
ら
の
詞
章
は
長
年
に
わ
た
っ
て
金
剛
流
の
謡
曲
を
た
し
な
ん

で
い
た
須
田
画
伯
の
身
体
に
し
み
こ
ん
で
い
た
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
文
字
は

ま
こ
と
に
味
わ
い
の
あ
る
達
筆
で
、
そ
の
調
章
と
そ
こ
に
描
か
れ
た
デ
ッ
サ
ン
は
、
能

の
も
っ
と
も
能
ら
し
い
瞬
間
を
み
ご
と
に
と
ら
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
須
田
画
伯
が
も
っ
と
も
多
く
の
デ
ッ
サ
ン
を
描
い
た
の
は
金
剛
能
楽
堂
で
あ

る
が
、
同
能
楽
堂
で
は
画
伯
は
い
つ
も
脇
正
面
の
最
前
列
か
ら
デ
ッ
サ
ン
を
描
い
て
い

た
。
そ
の
こ
と
は
多
く
の
人
の
証
言
が
あ
る
が
、
須
田
画
伯
自
身
に
も
、
そ
の
「
常

席
」
に
つ
い
て
の
発
言
が
雑
誌
『
幽
玄
』
昭
和
二
十
二
年
二
月
号
の
座
談
会
に
も
み
え

る
。
デ
ッ
サ
ン
に
脇
正
面
か
ら
傭
敵
す
る
よ
う
な
角
度
で
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る

の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

n
6 

以
上
が
須
田
デ
ッ
サ
ン
の
概
略
で
あ
る
が
、
右
に
述
べ
た
番
組
や
書
き
込
み
の
有
無
、

そ
れ
か
ら
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
の
規
格
な
ど
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
『
「
須
田
国
太
郎
能
・

狂
言
デ
ッ
サ
ン
」
総
目
録
』
に
も
記
し
て
お
い
た
の
で
、
詳
細
は
同
目
録
を
参
照
さ

れ
た
い
。
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描
か
れ
た
田
和
前
期
の
名
手
た
ち

つ
ぎ
に
、
須
田
デ
ッ
サ
ン
に
描
か
れ
て
い
る
役
者
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
つ
ぎ
の
四
十

八
人
で
あ
る
。
配
列
は
ア
イ
ウ
エ
オ
順
。

O
印
が
東
京
の
役
者
で
、
@
印
が
関
西
の
役

者
で
あ
る
。

。

今

井

幾

三

郎

(

金

剛

流

。

大

正

2
年
1
昭
和
田
年
)

O
梅
若
万
三
郎
〔
初
世
〕
(
観
世
流
。
明
治
元
年
i
昭
和
幻
年
)

O
梅
若
万
三
郎
〔
二
世
〕
(
観
世
流
。
明
治
引
年
1
平
成
3
年
)

O
梅

若

実

〔

二

世

〕

(

観

世

流

。

明

治

U
年
S
昭
和
泊
年
)

O
梅

若

六

郎

(

観

世

流

。

明

治

却

年

1
昭
和
田
年
)

@

大

江

又

三

郎

(

観

世

流

。

明

治

叫

年

1
昭
和
田
年
)

@
片
山
九
郎
右
衛
門
〔
博
通
〕
(
観
世
流
。
明
治
却
年
1
昭
和
泊
年
)

O
観

世

左

近

(

観

世

流

。

明

治

犯

年

1
昭
和
日
年
)

O
観
世
鎮
之
丞
〔
六
世
。
華
雪
〕
(
観
世
流
。
明
治
口
年
1
昭
和
白
年
)

O
観

世

喜

之

(

観

世

流

。

明

治

犯

年

1
昭
和
白
年
)

O
観

世

寿

夫

(

観

世

流

。

大

正

日

年

1
昭
和
田
年
)

O
観
世
静
夫
〔
八
世
鎮
之
丞
〕
(
観
世
流
。
昭
和
6
年
5
平
成
ロ
年
)

O
観
世
元
正
〔
左
近
〕
(
観
世
流
。
昭
和
5
年
1
平
成
2
年
)

O
喜
多
六
平
太
〔
初
世
〕
(
喜
多
流
。
明
治
7
年
1
昭
和
品
年
)

O
喜

多

実

(

喜

多

流

。

明

治

犯

年

5
昭
和
町
年
)

@

金

剛

右

京

(

金

剛

流

。

明

治

5

年

1
昭
和
日
年
)

@
金
剛
巌
〔
初
世
〕
(
金
剛
流
。
明
治
四
年
1
昭
和
初
年
)

O
金
剛
滋
夫
〔
二
世
巌
〕
(
金
剛
流
。
大
正
日
年
1
平
成
日
年
)

@

金

剛

永

謹

(

金

剛

流

。

昭

和

初

年

1

1 
回

3 
回

2 
回

2 
回

3 
回

1 
回

2 
回

2 
回

10 
回

3 
回

1 
回

1 
回

1 
回

5 
回

1 
回

6 
回

23 95 
回 回

1 
回

O
近

藤

乾

三

(

宝

生

流

。

明

治

お

年

1
昭
和
田
年
)

O
金
春
光
太
郎
〔
八
条
〕
(
金
春
流
。
明
治
叩
年
1
昭
和
幻
年
)

O
金

春

栄

治

郎

(

金

春

流

。

明

治

犯

年

1
昭
和
田
年
)

O
金

春

信

高

(

金

春

流

。

大

正

9

年

1

)

O
桜
間
金
太
郎
〔
弓
川
〕
(
金
春
流
。
明
治
幻
年
1
昭
和
也
年
)

O
桜
開
龍
馬
〔
金
太
郎
〕
(
金
春
流
。
大
正
5
年
i
平
成
3
年
)

O
桜

間

道

雄

(

金

春

流

。

明

治

初

年

1
昭
和
田
年
)

O
佐

野

巌

(

宝

生

流

。

明

治

目

年

1
昭
和
但
年
)

@
茂
山
千
五
郎
〔
二
世
千
作
〕
(
大
蔵
流
。
元
治
元
年
1
昭
和
お
年
)

O
茂
山
忠
三
郎
〔
三
世
〕
(
大
蔵
流
。
明
治
犯
年
1
昭
和
白
年
)

O
茂
山
真
一
〔
三
世
千
作
〕
(
大
蔵
流
。
明
治
却
年
1
昭
和
町
年
)

O
茂

山

千

之

丞

(

大

蔵

流

。

大

正

ロ

年

1

)

@
茂
山
弥
五
郎
〔
善
竹
弥
五
郎
〕
(
大
蔵
流
。
明
治
同
年
1
昭
和
却
年
)

。
茂
山
七
五
三
〔
現
千
作
〕
(
大
蔵
流
。
大
正
8
年
1

)

(
宝
生
流
)

(
大
蔵
流
)

(
金
剛
流
。
明
治
犯
年
1
昭
和
田
年
)

(
金
剛
流
。
昭
和
6
年
1

)

(
宝
生
流
。
明
治
ロ
年
1
昭
和
初
年
)

(
観
世
流
。
明
治
口
年
1
昭
和
犯
年
)

(
金
剛
流
。
大
正
H
年
1

)

(
金
問
流
。
大
正
ロ
年

1

)

(
宝
生
流
。
明
治
犯
年
1
昭
和
却
年
)

(
宝
生
流
。
大
正
9
年
1
平
成
7
年
)

(
宝
生
流
。
明
治
凶
年
1
昭
和
叩
年
)

O
武
田
夏
男

@
田
中
庸
陪

。
豊
島
弥
左
衛
門

。
豊
島
訓
三

O
野
口
兼
資

O
橋
岡
久
太
郎

。
広
田
泰
三

。
広
田
陛
一

O
宝
生
重
英
〔
九
郎
〕

O
宝
生
英
雄

O
松
本
長

2 
回

11 
回

3 
回

1 
回

27 
回

4 
回

5 
回

1 
回

11 12 10 
回回回

2 
回

3 
回
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2 
回

1 
回

1 
回

1 
回

1 
回

13 
回

4 
回

1 
回

1 
回

6 
回

1 
回

1 
回



O
三
宅
藤
九
郎

O
山
本
東
次
郎
〔
3
世〕

(
和
泉
流
。
明
治
討
年
1
平
成
2
年
)

(
大
蔵
流
。
明
治
目
年
1
昭
和
泊
年
)

1 
回

1 
回

こ
れ
を
一
覧
す
る
と
、
ま
ず
四
十
八
人
中
、
二
十
八
人
が
東
京
の
役
者
で
あ
る
こ
と

に
驚
か
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
金
剛
能
楽
堂
を
は
じ
め
と
す
る
京
都
の
舞
台
で
の

能
で
あ
る
。
そ
れ
ら
東
京
の
役
者
を
描
い
た
デ
ッ
サ
ン
は
と
く
に
戦
中
と
戦
後
に
集
中

し
て
い
る
が
、
東
京
の
役
者
が
こ
れ
だ
け
京
都
で
能
を
演
じ
て
い
る
の
は
、
そ
の
時
期

の
東
京
で
は
空
襲
や
能
舞
台
の
焼
失
で
、
ほ
と
ん
ど
能
や
狂
言
の
上
演
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
時
期
の
京
都
の
能
・
狂
言
は
ほ
と
ん
ど
日
本
の
能
・
狂

言
と
い
う
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
須
田
画
伯
の
デ
ッ
サ
ン
に
は

お
の
ず
と
当
時
(
昭
和
前
期
)
の
名
手
の
舞
台
が
多
く
描
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で

あ
る
。こ

れ
ら
四
十
八
人
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
現
在
も
名
手
と
評
価
さ
れ
て
い
る
役
者
で
あ

る
が
、
そ
の
う
ち
描
か
れ
た
回
数
が
も
っ
と
も
多
い
の
が
、
何
回
を
数
え
る
初
世
金

し
げ
お

剛
巌
で
、
以
下
、
幻
回
の
桜
間
金
太
郎
(
弓
川
)
、
お
回
の
金
剛
滋
夫
(
二
世
金
剛
巌
)
、

か

ね

ず

け

て

し

ま

み

っ

た

ろ

う

日
田
の
野
口
兼
資
、
ロ
回
の
豊
島
弥
左
衛
門
、
日
回
の
金
春
光
太
郎
(
八
条
)
、
叩
回

て
つ
の
巴
ょ
う

の
観
世
鎮
之
丞
(
華
雪
)
、

9
回
の
梅
若
万
三
郎
(
初
世
)
と
い
う
順
に
な
る
。
以
上
は
能

役
者
の
場
合
だ
が
、
狂
言
で
は
茂
山
忠
三
郎
(
三
世
)
が
ロ
回
で
ト
ッ
プ
、
こ
れ
に
茂

山
真
二
三
世
千
作
)
の
日
回
、
茂
山
千
五
郎
(
二
世
千
作
)
の
叩
回
が
続
く
。

ま
た
、
一
曲
に
描
か
れ
た
デ
ッ
サ
ン
の
枚
数
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
も
っ
と
も
多

い
の
は
昭
和
十
九
年
の
金
剛
巌
の
《
道
成
寺
古
式
》
の
回
枚
で
あ
る
。
以
下
、
却
枚

を
ほ
す
て

以
上
の
も
の
を
か
か
げ
る
と
、
昭
和
八
年
の
金
剛
右
京
の
《
槙
捨
》
の
臼
枚
、
昭
和

は
な
が
た
み

八
年
の
金
剛
巌
の
《
花
僅
)
〉
の
却
枚
、
昭
和
十
六
年
の
金
剛
巌
の
《
船
弁
慶
》
の
必

枚
、
昭
和
十
七
年
の
桜
間
金
太
郎
の
《
三
井
寺
》
の
必
枚
、
昭
和
十
八
年
の
金
剛
巌

ゆ

や

の
《
隅
田
川
》
の
必
枚
、
昭
和
八
年
の
金
剛
巌
の
《
熊
野
花
之
留
》
の
訂
枚
、
昭
和
十

四
年
の
桜
間
金
太
郎
の
《
船
弁
慶
遊
女
之
舞
》
の
品
枚
、
昭
和
十
八
年
の
金
剛
巌
の
《
郁

郁
》
の
羽
枚
、
昭
和
十
八
年
の
金
剛
巌
の
《
桜
川
》
の
必
枚
、
昭
和
十
一
年
の
金
剛

巌
の
《
葵
上
》
の
担
枚
、
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
須
田
デ
ッ
サ
ン
に
描
か
れ
て
い
る
役
者
で
は
、
初
世
金

剛
巌
が
断
然
多
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
金
剛
巌
が
須
田
画
伯
の
謡
の
師
で
あ
り
、
ま

た
格
別
に
親
交
の
あ
っ
た
役
者
で
あ
る
か
ら
当
然
の
結
果
で
は
あ
る
の
だ
が
、
も
ち
ろ

ん
初
世
巌
が
当
代
の
名
手
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
。
巌
が
当
時
ど
の
よ
う

お

う

む

こ

ま

ち

さ

か

も

と

せ

。

ち

ょ

う

に
見
ら
れ
て
い
た
か
を
、
昭
和
十
年
の
《
顎
鵡
小
町
》
に
た
い
す
る
坂
元
雪
烏
の
長
文

の
能
評
に
よ
っ
て
み
る
と
、
そ
の
最
後
は
、

「
斯
く
て
比
日
も
」
ト
常
座
へ
く
つ
ろ
ぎ
て
扇
を
杖
に
替
へ
、
中
央
の
方
へ
帰
り
、

ワ
キ
の
立
っ
て
帰
り
か
け
る
の
を
見
て
、
「
小
町
も
今
は
是
ま
で
な
り
と
」
ト
胸

杖
し
、
「
杖
に
鎚
り
て
」
ト
泣
き
な
が
ら
中
央
へ
歩
み
、
ワ
キ
と
入
違
ひ
と
な
っ
て

静
に
止
り
て
見
送
り
、
常
座
ま
で
跡
を
追
ふ
や
う
に
行
き
、
謡
一
杯
に
ワ
キ
が

幕
へ
入
る
と
、
シ
テ
は
斜
に
ヒ
ラ
イ
て
拍
子
無
く
、
曜
子
は
残
り
留
め
と
な
っ
た
。

ワ
キ
の
帰
る
の
を
見
送
る
所
に
は
人
知
れ
ぬ
苦
心
が
あ
っ
た
や
う
に
思
ふ
。
全
曲

を
通
じ
て
十
分
に
位
を
保
ち
な
が
ら
、
縛
ら
れ
て
る
や
う
な
感
を
少
し
も
与
え
な

か
っ
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
。

ー 10 -

と
あ
る
。
辛
口
で
知
ら
れ
る
雪
烏
に
こ
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
て
、

当
時
の
能
界
に
お
け
る
巌
の
評
価
が
ほ
ぼ
知
ら
れ
る
か
と
思
う
。
そ
の
初
世
巌
の
芸
風

を
須
田
画
伯
は
ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
の
か
、
そ
れ
を
巌
が
没
し
た
直
後
に
書
か
れ
た

「
金
剛
巌
師
」
(
昭
和
初
年
刊
の
『
能
と
能
面
』
所
収
)
の
一
節
に
み
て
み
よ
う
。

師
は
何
で
も
舞
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
円
熟
の
技
を
見
せ
ら
れ
た
が
、
ど
ん
な
境

地
が
究
極
の
理
想
か
、
そ
れ
を
き
く
と
矢
張
り
世
阿
弥
の
い
う
幽
玄
に
あ
っ
た



ら
し
い
。
そ
の
幽
玄
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
か
、
こ
れ
は
言
う
べ
く
し

て
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
大
体
師
の
最
も
得
意
と
さ
れ
た
三
番
目
物
の
う
ち
に
あ

る
よ
う
で
あ
っ
た
。
何
の
作
意
も
な
く
、
所
謂
見
せ
ど
こ
ろ
の
な
い
言
わ
ば
、

あ
っ
と
言
わ
せ
る
よ
う
な
妙
技
を
必
要
k
し
な
い
、
ど
こ
を
ど
う
と
い
う
よ
う

な
と
こ
ろ
も
な
く
、
上
手
と
か
未
熟
な

rい
う
よ
う
な
こ
と
も
忘
れ
、
い
つ
し

か
演
了
し
た
あ
と
で
、
あ
る
香
気
に
ひ
た
る
と
い
う
か
、
忘
我
の
境
に
夢
遊
す

る
か
の
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
=
一
番

目
の
う
ち
で
も
比
較
的
劇
的
な
要
素
の
少
な
い
も
の
、
従
っ
て
強
力
な
太
鼓
な

ど
の
入
ら
ぬ
も
の
を
好
ま
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
勿
論
幽
玄
は
そ
う
い
う
も
の

に
の
み
あ
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
師
の
芸
風
か
ら
い
っ
て
、
こ
こ
に

最
も
幽
玄
境
を
感
ぜ
ら
れ
た
の
は
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

枯
木
に
花
の
よ
う
な
老
女
物
も
屡
々
手
が
け
ら
れ
た
。
先
考
の
謹
之
輔
翁
は
老

女
物
に
於
て
は
存
外
、
深
が
る
こ
と
も
な
く
、
極
端
な
低
弱
音
を
用
い
る
こ
と

も
な
く
、
む
し
ろ
そ
う
い
っ
た
特
別
の
秘
伝
的
伝
習
を
排
し
て
演
じ
ら
れ
た
が
、

師
も
そ
の
点
は
同
じ
主
調
で
あ
っ
た
。
幽
玄
を
、
そ
う
し
た
特
殊
な
秘
曲
に
求

め
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
一
つ
一
つ
の
曲
趣

そ
の
も
の
か
ら
で
な
く
、
演
者
の
芸
格
か
ら
出
て
く
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ

た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
師
が
三
番
目
物
に
こ
れ
を
見
出
す
と
い
う
の
は
、

結
局
こ
の
三
番
目
物
が
最
適
で
あ
り
、
愛
好
さ
れ
た
曲
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

こ
れ
は
か
な
り
の
長
文
で
、
こ
の
前
に
は
、
故
金
剛
巌
が
面
や
装
束
に
人
一
倍
強
い

関
心
と
造
詣
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
こ
の
あ
と
に
は
、
家
元
と
し
て
の
巌
の
こ
と

や
、
巌
が
取
り
組
ん
だ
新
作
能
や
新
様
式
能
や
学
生
能
を
例
に
そ
の
進
取
の
気
性
な

ど
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
右
の
引
用
箇
所
に
は
巌
の
芸
風
が
か
な
り
的
確

に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
は
須
田
画
伯
の
巌
に

た
い
す
る
敬
愛
の
念
だ
け
で
な
く
、
能
に
た
い
す
る
造
詣
の
深
さ
も
十
分
に
感
じ
と

れ
る
で
あ
ろ
う
。

金
剛
巌
の
つ
ぎ
に
須
田
デ
ッ
サ
ン
に
多
く
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
金
春
流
の
桜
間
金

太
郎
(
弓
川
)
で
あ
る
。
桜
間
金
太
郎
は
能
楽
研
究
者
と
し
て
著
名
な
野
上
豊
一
郎
と
も

親
交
の
あ
っ
た
昭
和
前
期
を
代
表
す
る
役
者
で
、
そ
の
名
手
ぶ
り
に
つ
い
て
は
坂
元

雪
鳥
の
能
評
を
は
じ
め
多
数
の
証
言
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
坂
元
雪
鳥
の
昭
和

六
年
の
『
国
民
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
能
評
を
紹
介
し
よ
う
。

観
世
梅
若
の
人
々
は
、
「
松
風
」
の
や
う
な
曲
だ
と
先
ず
声
を
殺
す
事
に
苦
心
す

る
。
極
端
な
細
工
を
施
し
て
そ
れ
が
往
々
に
し
て
厭
味
と
な
る
。
桜
間
金
太
郎
氏
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は
そ
の
「
松
風
」
を
朗
ら
か
な
、
大
き
な
声
で
楽
々
と
謡
つ
て
の
け
る
か
ら
妙
で

あ
る
。
そ
の
大
き
な
声
が
強
く
な
っ
た
り
、
荒
く
な
っ
た
り
、
粗
末
に
な
っ
た
り

し
な
い
で
、
十
分
の
優
し
さ
と
潤
ひ
と
を
持
っ
て
ゐ
る
。
天
分
に
恵
ま
れ
た
人
と

い
ふ
外
は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
。

氏
が
金
春
会
で
舞
っ
た
「
松
風
」
は
、
今
秋
最
大
の
収
穫
か
も
知
れ
な
い
。
そ

の
活
殺
自
在
な
調
子
、
檎
縦
心
の
ま
』
な
る
緩
急
は
、
少
し
も
冗
漫
単
調
の
感
を

起
こ
さ
せ
ず
、
陶
然
と
し
て
全
曲
を
凝
視
せ
し
め
た
。

ま
た
、
当
時
の
金
太
郎
の
名
手
ぶ
り
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
昭
和
十
六
年
の
『
謡

曲
界
』
十
二
月
号
の
短
歌
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
永
田
龍
雄
な
る
人
の
短
歌
も
紹
介
し

ょ・フ。

桜

間

金

太

郎

永

田

龍

雄

七
月
六
日
。
ゆ
ふ
ぐ
れ
ち
か
く
金
太
郎
氏
の
鵜
飼
を
見
る

青
楓
す
き
て
日
ぐ
れ
の
う
す
あ
を
き
ひ
か
り
は
さ
し
ぬ
暗
き
見
所
に

袴
能
は
す
で
に
あ
き
て
ゐ
た
り
き

金
太
郎
鵜
飼
の
松
明
う
ち
ふ
る
や
火
の
粉
と
び
ち
る
お
も
ひ
せ
し
か
も

銀
扇
、
白
き
円
月
を
描
け
り

金
太
郎
堀
と
銀
扇
を
ひ
ろ
ぐ
れ
ば
真
白
き
月
は
浮
き
に
け
る
か
も

金
太
郎
厳
し
き
か
も
よ
う
っ
そ
み
の
汗
の
し
づ
く
は
袴
濡
ら
し
ぬ

た
ま
き
は
る
い
の
ち
凝
ら
せ
ば
麻
ご
ろ
も
濡
ら
し
て
汗
の
ひ
た
に
ぢ
む
見
ゆ

金
太
郎
鎮
み
け
る
は
や
て
り
ひ
か
る
大
き
舞
台
の
生
ま
な
か
に
今
を

金
太
郎
虚
空
見
つ
む
る
眼
晴
に
そ
こ
ぢ
か
ら
つ
よ
く
凝
り
て
た
る
か
も

青
か
え
で

う
す
暗
き
見
所
に
み
れ
ば
青
楓
し
げ
れ
る
篇
は
夏
目
か
げ
こ
き

草
庭
に
女
童
の
ゐ
て
あ
そ
ぶ
見
ゆ
ゆ
ふ
か
げ
ふ
か
き
能
楽
堂
の
庭

う
っ
そ
み
の
身
疲
れ
ふ
か
し
初
夏
の
自
の
く
れ
ぐ
れ
に
袴
能
は
お
へ
ぬ

た
ぶ
ん
昭
和
十
六
年
の
夏
の
舞
台
な
の
で
あ
ろ
う
、
桜
間
金
太
郎
の
袴
能
に
つ
い
て

の
短
歌
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
多
く
の
フ
ァ
ン
に
固
ま
れ
て
い
た
の
が
当
時
の
金
太

郎
で
、
須
田
画
伯
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
画
伯
の
金
太
郎
に
た
い

す
る
高
い
評
価
は
、
受
贈
記
念
講
演
会
の
須
田
寛
氏
の
講
演
で
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
た
。

以
下
、
須
田
デ
ッ
サ
ン
に
多
く
描
か
れ
て
い
る
役
者
に
つ
い
て
、
そ
の
名
手
ぶ
り
を

当
時
の
能
評
か
ら
か
ん
た
ん
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
宝
生
流
の
野
口
兼
資
で
あ
る
が
、
以
下
は
坂
元
雪
鳥
の
昭
和
六
年
の
『
国
民

新
聞
』
の
能
評
で
あ
る
。

氏
は
器
用
な
技
の
人
で
あ
る
と
は
思
は
れ
な
い
。
知
何
に
も
抱
い
と
感
ず
る

点
が
、
多
々
あ
る
や
う
に
思
ふ
。
然
し
そ
れ
は
技
の
末
に
於
い
て
さ
う
感
ず
る

の
で
あ
っ
て
、
能
の
精
神
の
解
釈
と
か
、
或
は
全
曲
の
心
持
と
か
い
ふ
や
う
な
、

根
幹
的
な
と
こ
ろ
に
欠
陥
が
あ
る
の
で
は
無
い
。
こ
れ
は
氏
の
謡
ひ
方
が
、
声

は
甚
だ
難
渋
で
悪
声
の
方
で
あ
り
な
が
ら
、
骨
組
は
同
流
中
第
一
の
正
し
く
味

の
あ
る
謡
ひ
方
で
あ
る
の
と
同
じ
消
息
で
あ
る
。
氏
は
さ
う
い
ふ
意
味
の
拙
さ

を
持
っ
て
ゐ
な
が
ら
、
実
に
悠
然
と
し
て
プ
ラ
プ
ラ
と
舞
台
を
歩
き
廻
っ
て
ゐ

る
。
舞
は
う
と
い
ふ
気
は
忘
れ
て
、
た
Y
歩
い
て
ゐ
る
と
し
か
思
へ
な
い
事
が

往
々
に
し
て
見
ら
れ
る
。
全
く
ボ
ン
ヤ
リ
と
突
き
立
っ
て
ゐ
る
と
し
か
思
へ
な

い
事
も
再
々
で
あ
る
。
そ
の
姿
も
均
整
の
取
れ
な
い
場
合
だ
ら
け
で
あ
る
。
そ

れ
で
ゐ
て
そ
こ
に
何
と
も
言
へ
ぬ
味
が
に
じ
み
出
て
ゐ
る
。
汲
め
ば
汲
む
程
津

々
と
し
て
尽
き
な
い
味
が
出
る
。

そ
ん
な
ら
氏
は
熱
を
失
っ
て
、
古
色
蒼
然
た
る
も
の
に
な
っ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ

と
、
決
し
て
さ
う
で
無
い
。
表
面
こ
そ
悠
々
寛
々
と
し
て
ゐ
る
が
、
内
面
に
は
烈

々
た
る
熱
が
燃
え
て
ゐ
る
。
氏
は
末
技
を
意
と
し
な
く
な
っ
て
、
心
核
の
み
に
専
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心
集
注
し
て
ゐ
る
と
見
え
る
。
時
と
す
る
と
人
を
馬
鹿
に
し
て
る
や
う
な
態
度
さ

へ
見
せ
る
。
而
し
て
そ
こ
に
奥
底
に
光
る
物
を
、
蔵
し
て
ゐ
る
の
が
灰
見
え
る
。

斯
う
い
へ
ば
真
正
の
名
人
の
域
に
入
っ
て
る
も
の
与
や
う
で
あ
る
。
然
り
氏
を
名

人
と
す
る
に
喜
か
で
は
な
い
が
、
同
じ
名
人
と
い
っ
て
も
万
三
郎
氏
が
、
到
る
で

あ
ら
う
と
こ
ろ
の
境
地
、
六
平
太
氏
が
開
く
で
あ
ら
う
と
こ
ろ
の
門
扉
は
、
恐
ら

く
政
吉
氏
が
歩
み
つ
』
あ
る
路
上
の
何
慮
に
も
見
出
せ
ま
い
。
彼
の
両
氏
の
味
は

又
全
く
別
天
地
に
あ
る
も
の
と
考
へ
る
。

こ
こ
で
は
さ
い
ご
に
同
じ
名
人
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
梅
若
万
三
郎
や
喜
多
六
平
太
の
芸

風
と
比
較
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
万
三
郎
に
つ
い
て
は
、
雪
烏
は
昭
和
十
二
年
の
『
朝

日
新
聞
』
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

氏
は
何
も
考
へ
な
く
て
も
、
身
体
が
舞
っ
て
く
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
能
の
技

と
し
て
、
今
で
は
最
高
位
に
置
か
れ
る
こ
と
確
実
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
氏
の
身
体

は
、
能
の
良
さ
を
浸
み
込
ま
せ
て
ゐ
る
。

研
能
会
で
氏
の
「
楊
貴
妃
」
を
見
た
。
案
の
如
く
そ
れ
は
万
三
郎
と
い
ふ
、
臭

気
を
全
く
隠
し
切
っ
て
、
直
接
能
楽
そ
の
物
の
良
さ
を
展
開
し
て
く
れ
た
。

能
楽
と
観
客
と
の
中
間
に
、
演
者
と
い
ふ
媒
介
者
が
あ
っ
て
、
そ
の
媒
介
者
が

浅
薄
な
自
己
判
断
に
よ
っ
て
、
歪
曲
し
て
能
楽
を
見
せ
る
の
が
毎
度
で
あ
る
が
、

こ
の
「
楊
貴
妃
」
の
如
き
は
、
そ
の
媒
介
者
が
全
く
能
楽
そ
の
物
の
、
真
実
を
取

次
い
だ
も
の
で
、
少
し
も
不
純
な
分
子
が
無
か
っ
た
と
恩
ふ
。
全
く
無
理
や
逆
手

が
無
く
て
、
美
し
く
流
れ
て
行
っ
た
と
恩
ふ
。

何
慮
が
ど
う
と
拾
は
れ
る
も
の
で
は
無
く
、
全
部
欠
る
所
な
き
も
の
で
あ
っ
た

と
い
ふ
外
は
無
い
。
ワ
キ
の
宝
生
新
氏
も
良
か
っ
た
。
シ
テ
と
の
連
吟
の
旨
さ
な

ど
憎
い
位
で
あ
っ
た
。

喜
多
六
平
太
に
つ
い
て
も
、
坂
元
雪
烏
の
昭
和
九
年
の
『
朝
日
新
聞
』
の
能
評
を
紹

介
す
る
。

喜
多
会
で
六
平
太
氏
が
「
実
盛
」
を
舞
っ
た
。
ワ
キ
は
新
氏
、
曜
子
川
崎
、
幸
、

金
春
、
地
頭
は
粟
谷
氏
と
い
ふ
最
上
の
条
件
が
、
そ
ろ
っ
た
た
め
で
も
あ
る
が
、

全
く
感
服
せ
し
め
ら
れ
た
。

前
で
ワ
キ
と
の
問
答
を
淡
々
と
や
っ
て
、
そ
れ
で
少
し
も
位
を
損
じ
な
い
の
を

え
ら
い
と
思
っ
た
。
強
い
て
老
人
ぶ
る
事
な
く
、
サ
ラ
/
¥
と
や
っ
て
の
け
て
、

十
分
に
味
が
出
る
の
だ
か
ら
不
思
議
だ
後
の
首
洗
ひ
の
場
、
ク
セ
か
ら
キ
リ
へ

の
型
、
別
に
替
の
型
で
は
無
い
の
だ
が
、
全
部
始
め
て
見
る
能
の
や
う
な
、
感
激

と
興
味
と
を
以
て
引
き
つ
け
ら
れ
た
。
知
何
に
も
強
く
さ
は
や
か
に
や
っ
て
ゐ

な
が
ら
、
確
か
に
老
武
者
で
あ
り
、
華
や
か
に
滑
ら
か
に
や
っ
て
若
々
し
く
な

ら
ず
、
終
始
感
心
し
通
し
で
あ
っ
た
。

こ
ん
な
高
級
な
芸
術
品
を
、
僅
々
数
百
の
人
が
見
た
立
け
で
、
何
等
形
の
上
に

残
ら
な
い
の
は
、
惜
し
く
て
堪
ら
な
い
。
能
が
完
全
に
映
画
に
取
ら
れ
る
工
夫
は
、

ま
だ
つ
か
な
い
だ
ら
う
か
。
能
を
上
演
ご
と
に
消
え
去
ら
し
む
る
の
は
、
余
り
に

費
沢
だ
と
思
ふ
。
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こ
の
よ
う
な
能
評
に
接
す
る
と
、
筆
者
な
ど
は
、
あ
ら
た
め
て
昭
和
前
期
の
能
楽
界

が
い
か
に
名
手
ぞ
ろ
い
で
あ
っ
た
か
を
羨
望
と
と
も
に
思
い
し
ら
さ
れ
る
。
金
剛
右
京

や
金
春
光
太
郎
や
豊
島
弥
左
衛
門
の
評
価
に
ふ
れ
る
紙
幅
が
な
い
の
が
残
念
だ
が
、
須

田
デ
ッ
サ
ン
が
描
か
れ
た
時
期
は
こ
の
よ
う
な
能
楽
の
黄
金
時
代
と
重
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
締
羅
星
の
よ
う
な
名
手
の
舞
台
に
須
田
画
伯
が
大
い
に
触
発
さ
れ

た
ろ
う
こ
と
は
ま
ず
疑
い
あ
る
ま
い
。
そ
こ
に
名
匠
が
名
手
を
描
く
と
い
う
趣
の
須
田

デ
ッ
サ
ン
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
あ
る
。



五

須
田
デ
ッ
サ
ン
が
描
い
た
も
の

三
十
年
と
い
う
長
い
期
間
、
画
家
と
し
て
能
や
狂
言
に
向
か
い
続
け
た
須
田
画
伯
で

あ
る
が
、
六
千
枚
を
越
え
る
そ
の
膨
大
な
デ
ッ
サ
ン
群
は
い
か
な
る
点
を
志
向
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
絵
画
の
門
外
漢
で
あ
る
筆
者
に
は
も
ち
ろ
ん

回
答
不
能
の
こ
と
に
属
す
が
、
そ
の
点
に
ふ
れ
な
く
て
は
、
須
田
デ
ッ
サ
ン
の
紹
介
と

し
て
は
は
な
は
だ
不
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
は
な
は
だ
雑
駁
な
が
ら
、
須
田
デ
ッ
サ

ン
が
志
向
し
て
い
た
も
の
、
あ
る
い
は
描
こ
う
と
し
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
の
私
見
を

述
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
そ
の
場
合
、
須
田
画
伯
が
昭
和
二
十
一
年
に
創
刊
さ
れ
た

『
幽
玄
』
の
創
刊
号
に
寄
せ
た
エ
ッ
セ
イ
「
能
の
姿
」
が
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
二
段
組
四
頁
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
で
、
須
田
画
伯
は
能

を
描
く
こ
と
の
む
づ
か
し
さ
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

よ
く
能
は
静
か
だ
か
ら
か
さ
よ
い
だ
ら
う
と
聞
か
れ
る
が
、
実
際
は
甚
だ
そ
れ

に
反
し
て
ゐ
る
。
云
は
ぱ
全
体
こ
れ
動
と
も
と
れ
る
の
で
あ
る
。
能
が
始
っ
た
、

ワ
キ
が
、
橋
掛
り
を
進
ん
で
く
る
、
全
く
微
動
だ
に
も
し
な
い
厳
粛
さ
で
あ
る
。

し
か
も
あ
た
り
を
払
う
慨
が
あ
る
。
こ
の
単
粛
、
威
圧
と
い
ふ
も
の
は
、
既
に
既

に
動
の
動
た
る
も
の
で
あ
る
。
シ
テ
が
正
先
へ
す
っ
く
と
立
っ
た
。
こ
れ
だ
け
で

も
楽
屋
で
写
真
師
の
前
に
立
つ
長
絹
を
は
ね
上
げ
て
、
舞
姿
を
立
ち
と
ま
っ
て
写

し
て
も
ら
っ
て
ゐ
る
と
き
と
は
全
く
別
の
動
き
を
も
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
た
だ

舞
台
へ
立
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
能
の
全
体
の
動
き
の
一
つ
の
連
続
し
た
一
前
で
あ

る
。
こ
の
緊
張
し
た
立
姿
は
、
そ
れ
だ
け
切
り
離
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
と

も
先
き
も
あ
る
の
で
、
た
だ
立
っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
、
そ
れ
は
一
つ
の
演
技
で

あ
る
。
(
中
略
)
我
々
は
こ
の
意
味
の
動
き
を
、
か
き
表
は
そ
う
と
欲
す
る
が
た
め

に
、
能
は
静
か
だ
と
は
思
へ
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
動
を
静
か
と
い
ふ
な

ら
ば
、
そ
の
静
か
は
所
調
「
動
中
静
在
り
」
と
い
っ
た
も
の
で
、
た
だ
の
静
止
と

い
ふ
や
う
な
静
と
は
違
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
は
写
真
も
進
歩
し
た
が
以
前
の
能

楽
画
報
な
ど
に
出
る
能
舞
台
の
写
真
は
皆
こ
の
静
止
状
態
の
、
楽
屋
的
な
肖
像
写

真
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
能
中
の
姿
と
は
全
く
別
個
の
も
の
で
あ
っ
た
と

い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
た
だ
単
に
能
中
に
於
け
る
立
っ
た
ま
』
の
姿
に
つ
い
て
い
っ
た
に
過
ぎ

な
い
が
、
こ
れ
が
歩
き
出
し
て
も
、
早
舞
に
な
っ
て
も
、
能
中
の
人
物
た
る
こ
と

に
変
り
は
な
い
。
た
y
動
作
に
緩
急
の
変
化
が
あ
る
為
め
に
、
か
く
方
は
、
そ
れ

の
迎
接
に
奔
命
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。
た
y
立
つ
姿
に
動
が
あ
る

と
い
っ
た
が
、
そ
の
意
味
に
於
い
て
の
動
中
に
更
に
静
、
動
が
起
っ
て
く
る
わ

け
で
、
こ
の
動
中
の
動
は
、
能
舞
台
外
の
動
と
は
別
物
で
あ
る
。
こ
』
に
こ
の

動
が
、
即
ち
能
姿
と
し
て
生
き
る
の
で
あ
る
。
能
へ
の
目
は
凡
て
こ
の
観
点
に

立
っ
て
ゐ
る
。
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こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
こ
の
あ
と
、
能
の
所
作
が
か
な
ら
ず
し
も
文
句
と
一
体
に
な
っ
て

い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
、
能
に
は
「
外
す
芸
術
」
と
い
う
側
面
が
あ
る
と
し
た
う
え

で
、
動
き
の
あ
る
能
を
描
く
場
合
に
も
、
画
家
の
筆
は
実
際
の
役
者
の
動
き
か
ら
遅
れ

る
が
、
そ
の
遅
れ
を
記
憶
で
補
っ
て
、
一
つ
の
能
の
動
き
と
し
て
ま
と
め
る
と
こ
ろ
に
、

絵
画
と
し
て
の
表
現
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に
能
衣
装
と
能
面
に
つ
い
て
述

べ
た
あ
と
、

能
の
動
作
は
日
常
、
我
々
の
行
ふ
そ
の
も
の
と
は
違
ふ
。
然
し
我
々
の
行
動
の
最

も
深
き
印
象
を
そ
の
ま
』
に
表
は
さ
う
と
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
に
能
が
生
れ
て
ゐ
る
。

そ
の
能
の
示
す
行
動
が
我
々
の
生
活
に
根
ざ
す
限
り
に
於
て
能
の
存
在
は
消
へ
去

ら
な
い
で
あ
ら
う
。
能
の
世
界
に
於
て
我
々
は
こ
の
意
味
で
の
能
の
姿
を
み
つ
め

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。



と
述
べ
て
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
結
ぼ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
日
常
的
に
は
存
在
し
な
い
、
能
に
お
け
る
「
動
中
の
静
と
動
」

を
的
確
に
把
握
し
て
描
く
、
と
い
う
の
が
須
田
画
伯
が
能
・
狂
言
の
デ
ッ
サ
ン
に
お
い

て
め
ざ
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
須
田
画
伯
が
も
っ
と
も
留
意
し

た
こ
の
点
は
、
た
し
か
に
能
と
い
う
演
劇
の
演
技
の
も
っ
と
も
中
核
的
な
側
面
を
い
か

に
も
画
家
ら
し
い
感
覚
で
的
確
に
言
い
当
て
て
い
る
と
筆
者
は
思
う
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
そ
れ
は
能
の
動
き
が
舞
踊
的
だ
と
い
う
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ

う
な
須
田
画
伯
の
ね
ら
い
は
、
現
に
本
稿
に
か
か
げ
た
デ
ッ
サ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
に
い

か
ん
な
く
実
現
さ
れ
て
い
る
と
筆
者
は
思
う
。
寄
贈
さ
れ
た
デ
ッ
サ
ン
の
整
理
を
し

て
い
た
筆
者
は
、
し
ば
し
ば
一
枚
の
デ
ッ
サ
ン
に
そ
こ
に
描
か
れ
た
演
目
を
こ
え
て
、

能
そ
の
も
の
の
本
質
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は

換
言
す
れ
ば
、
須
田
デ
ッ
サ
ン
か
ら
能
の
本
質
の
よ
う
な
も
の
を
教
え
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
思
っ
て
い
る
。

む
す
ぴ

以
上
で
、
須
田
デ
ッ
サ
ン
と
昭
和
前
期
の
能
楽
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
と
し
た
筆
者

の
紹
介
を
終
え
る
こ
と
に
す
る
が
、
さ
い
ご
に
伊
丹
市
立
美
術
館
館
長
の
大
河
内
菊
雄

氏
か
ら
う
か
が
っ
た
須
田
画
伯
の
絵
の
あ
る
特
徴
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
紹
介
し
て
、

蕪
雑
な
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。

そ
れ
は
伊
丹
市
立
美
術
館
で
須
田
デ
ッ
サ
ン
展
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
大
河

内
氏
が
大
学
に
デ
ッ
サ
ン
を
見
に
こ
ら
れ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
付
属
図
書
館
の
貴

重
書
室
で
一
枚
一
枚
て
い
ね
い
に
デ
ッ
サ
ン
を
見
て
ゆ
か
れ
た
氏
は
、
「
あ
あ
、
須
田
さ

ん
は
手
の
描
き
方
に
自
信
が
あ
っ
た
の
だ
」
と
、
い
か
に
も
納
得
さ
れ
た
よ
う
に
肱
か

れ
た
。
氏
に
よ
る
と
、
須
田
画
伯
は
ゴ
ツ
ホ
は
手
の
描
き
方
が
う
ま
く
な
い
と
い
う
趣

旨
の
こ
と
を
何
か
に
書
い
て
い
る
そ
う
で
、
そ
れ
は
須
田
画
伯
が
手
を
描
く
の
に
自
信

を
も
っ
て
い
た
た
め
の
発
言
で
あ
る
の
が
デ
ッ
サ
ン
を
見
て
わ
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
な
る
ほ
ど
、
い
わ
れ
て
み
る
と
、
全
体
的
に
さ
ら
っ
と
描
か
れ
て
い
る
デ
ッ
サ
ン

の
な
か
に
あ
っ
て
、
役
者
の
手
が
て
い
ね
い
に
描
か
れ
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
。
さ

す
が
に
専
門
家
は
見
る
と
こ
ろ
が
ち
が
う
も
の
だ
と
感
心
し
た
の
だ
が
、
伊
丹
市
立
美

術
館
の
図
録
の
表
紙
に
、
手
が
印
象
的
に
描
か
れ
て
い
る
桜
間
金
太
郎
の
《
山
姥
〉
〉
が

採
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
「
発
見
」
が
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。

な
お
、
平
成
十
四
年
春
の
大
阪
大
学
で
の
受
贈
記
念
講
演
会
や
展
示
、
そ
れ
に
続
く

伊
丹
市
立
美
術
館
で
の
企
画
展
の
あ
と
、
須
田
デ
ッ
サ
ン
は
平
成
十
五
年
の
秋
に
東
京

日
本
橋
の
民
鉱
綜
画
廊
で
倍
さ
れ
た
須
田
国
太
郎
展
で
も
須
田
家
分
が
出
展
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
大
阪
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
五
千
枚
あ
ま
り
の
デ
ッ
サ
ン
は
、
現
在
、

大
阪
大
学
付
属
図
書
館
に
お
い
て
全
デ
ッ
サ
ン
の
画
像
の
電
子
化
の
計
画
が
進
行
し

て
い
る
。
そ
の
計
画
が
実
現
す
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
容
易
に
五
千
枚
あ
ま

り
の
須
田
デ
ッ
サ
ン
を
見
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
本
デ
ッ
サ
ン
を
大
阪
大
学
に
寄

贈
さ
れ
た
須
田
寛
氏
は
、
こ
の
デ
ッ
サ
ン
群
が
須
田
芸
術
の
研
究
や
鑑
賞
の
た
め
に

生
か
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
希
望
さ
れ
て
い
た
が
、
画
像
の
電
子
化
は
そ
の
須
田
寛
氏

の
要
望
に
も
そ
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
須
田
芸
術
全
体
の
研
究
の
た
め
に
も
大
き
く

寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
う
。

守，
'
E
E
・

(
本
研
究
科
教
授
)




